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人　口
男
女
世帯数

わたしたちの町わたしたちの町
１３,429人
６,451人
6,978人

４,804世帯
4月1日現在（外国人含む）
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3月27日に閉校式3月27日に閉校式
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　３月22日、町と一般社団法人安全・安心
まちづくりICT推進機構（ＳＡＰＩＣ）は、
町内の公共施設に公衆無線ＬＡＮと防犯カ
メラを併設した自動販売機の設置・管理に
関する全国初となる協定を締結しました。
　この自動販売機は、町内の役場庁舎や公
園、公民館などの公共施設８カ所に設置
し、機器の整備や運用・保守費用などは全
て自動販売機の売上げで賄われます。
　町では、今後も同機構や自動販売機設置
事業者と共同し、公共施設を中心に同様の
自動販売機の設置することとしています。

　奥出雲町消防団協力事業所に福間工務店
（三成）が認定され、３月23日に町より表示
証が交付されました。
　この制度は、消防団活動に積極的に協力し
ている企業に対して町長が表示証を交付し、
地域の消防防災力の充実・強化等を一層推進
することを目的に認定するもので、今回で８
事業所目の認定となりました。
　福間工務店では、社員に対して消防団への
入団を積極的に呼び掛け、現在は７名の団員
が活動しています。

　

３
月
27
日
、
町
立
高
田
小
学
校
の
閉
校
式
が

行
わ
れ
、
絲
原
德
康
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

関
係
者
や
地
元
住
民
ら
２
３
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
で
は
勝
田
町
長
が
「
こ
れ
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
高
田
小
学
校
の
教
育
理
念
や
輝
か
し

い
足
跡
は
、
い
つ
ま
で
も
皆
様
の
心
に
残
り
、

語
り
継
が
れ
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

高
田
小
学
校
は
、
明
治
８
年
に
第
22
区
郡
村

小
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

亀
嵩
村
立
第
二
小
学
校
（
１
８
８
９
年
）
、
高

田
尋
常
小
学
校
（
１
９
０
１
年
）
、
高
田
国
民

学
校
（
１
９
４
１
年
）
、
高
田
小
学
校
（
１
９

４
７
年
）
と
改
称
さ
れ
、
２
０
０
５
年
の
町
村

合
併
に
よ
り
奥
出
雲
町
立
高
田
小
学
校
と
な
り

ま
し
た
。
１
９
６
０
年
ご
ろ
に
は
１
５
０
人
を

超
え
る
児
童
が
通
っ
た
同
校
は
、
今
年
３
月
ま

で
の
１
４
１
年
間
で
１
４
３
８
人
の
児
童
が
学

び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
様
々
な
授
業
や
研
究
実
践
、
教
育
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
特
に
花
づ
く
り
活

動
で
は
全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で
農
林

水
産
大
臣
賞
、
最
優
秀
賞
を
５
度
受
賞
す
る
な

ど
、
様
々
な
教
育
分
野
で
全
国
表
彰
や
県
の
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
元
で
組

織
す
る
高
田
地
区
活
性
化
委
員
会
の
意
見
・
要

望
を
踏
ま
え
、
役
場
内
に
設
置
し
て
い
る
高
田

小
学
校
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
で
有
効
な
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
の
専
門
学
校
２
校
で
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁

多
で
行
わ
れ
た
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
院
の
卒
業
式
で
は
、
理
学
療
法

学
科
25
人
、
作
業
療
法
学
科
16
人
の
卒

業
生
が
新
天
地
へ
と
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
に
は
島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門

学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
デ
ザ
イ
ン
科
の
２
人
の
卒
業
生
が
、

数
々
の
作
品
を
生
み
出
し
た
学
舎
を
後

に
し
ま
し
た
。

Ⓐ
１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）に
完
成
し
た
現
在
の
校
舎

Ⓑ
内
藤
満
久
校
長（
左
）か
ら
勝
田
町
長
に
校
旗
を
返
納

Ⓒ
児
童
ら
に
よ
る
か
し
ら
う
ち
の
披
露

Ⓓ
校
門
に
設
置
さ
れ
た
閉
校
記
念
碑

　

４
月
に
な
る
と
専
門
学
校
２
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
、
多
く
の
学
生
が
新
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
に
行
わ
れ
た
島
根
デ
ザ
イ

ン
専
門
学
校
の
入
学
式
で
は
、
ビ
ジ
ュ

ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
に
４
人
が
入
学
し
ま

し
た
。

　

４
月
８
日
は
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
院
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
理
学

療
法
学
科
に
20
人
、
作
業
療
法
学
科
に

10
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

両
校
の
新
入
生
は
奥
出
雲
の
地
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

協定を締結したＳＡＰＩＣの後藤真之代表
理事（右）と勝田町長

感謝の言葉を述べる
藤原薫さん
（島根リハビリテーション
  　　　　　　　 学院）

卒業証書授与の様子
（島根デザイン専門

学校）

福間久八社長（左）と勝田町長

▲

▲

４名の新入生が入学
（島根デザイン専門
                  学校）

新入生代表の神門侑芽さん
（島根リハビリテーション
　　　　　　　　    学院）

▲

▲

福間工務店福間工務店 全国初  自動販売機に公衆無線ＬＡＮ全国初  自動販売機に公衆無線ＬＡＮ
奥出雲町消防団協力事業所に認定

夢
と
希
望
を
胸
に
専
門
学
校
２
校
で
卒
業
式
と
入
学
式

高田小学校
141年の長い歴史に幕

Ⓐ

Ⓒ

Ⓓ

Ⓑ
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平成28年度当初予算　　　
　   

会計名

合　計

当初予算額

用語の説明

一 般 会 計
国民健康保険事業
後期高齢者医療保険事業
介護老人保健施設事業
介護サービス事業
訪問看護ステーション事業
簡易水道事業
公共下水道事業
農業集落排水事業
合併処理浄化槽事業
仁多発電事業
三井野原スキーリフト事業
国営農地開発事業
農業用小水力発電事業
奥出雲病院事業
　　  特別会計 計

特
　
別
　
会
　
計

148億8,000万円
18億7,500万円
3億9,302万円
3億5,442万円
3億6,727万円
2,414万円

9億4,560万円
2億9,360万円
5億5,490万円
1億5,030万円
2億7,021万円
2,120万円
2,831万円
3億69万円

24億6,665万円
80億4,531万円
229億2,531万円

▼
町
が
主
体
的
に
収
入
し
て
い
る
自

主
財
源
は
３８
億
４
６
２
９
万
円（
全

体
の
２５・９
％
）、こ
の
う
ち
町
税
が

１１
億
８
５
５
７
万
円
で
、人
口
減
少

や
地
価
が
下
落
し
た
こ
と
な
ど
の

要
因
か
ら
前
年
度
比
３・４
％
減
と

な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
方
交
付
税
は
合
併
の

優
遇
措
置
が
縮
減
と
な
り
、国
、県

支
出
金
な
ど
を
含
め
た
依
存
財
源

は
１
１
０
億
３
３
７
１
万
円（
全
体

の
７４・１
％
）で
、前
年
度
と
比
べ
２・

４
％
減
少
し
ま
し
た
が
、有
利
な
補

助
事
業
や
起
債
を
導
入
し
財
政
運

営
を
行
い
ま
す
。

▼
町
で
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済

や
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
は

５４
億
１
７
０
４
万
円（
全
体
の
３６
・

４
％
）と
な
って
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、

予
算
総
額
に
占
め
る
人
件
費
の
割

合
は
県
内
市
町
村
で
最
低
の
９
・

０
％
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、社
会

保
障
に
充
て
る
扶
助
費
が
前
年
と

比
べ
９・９
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
事
業
等
の
予
算
は
２７
億
６

２
３
７
万
円（
全
体
の
１８・６
％
）を

計
上
し
、繰
越
事
業
９
億
３
５
０
０

万
円
と
併
せ
、町
の
基
盤
整
備
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、補
助
費
や
物
件
費
な
ど
の

消
費
的
経
費
は
、前
年
比
２・８
％

減
の
３８
億
６
４
１
５
万
円（
全
体
の

２５・９
％
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
の
特
徴

当
初
予
算
の
特
徴

歳
　
出

歳
　
入

町民１人あたり

170 万7,149円
※人口 13,429人
　（4月1日現在）

・仁多庁舎整備事業
・地域おこし協力隊事業
・移動用通信鉄塔施設整備事業（追谷地区） 
・臨時福祉給付金支給事業
・障害者地域生活支援事業
・予防接種事業
・汚泥共同処理施設整備事業負担金
・道の駅おろちループ大規模改修事業 
・中山間地域等直接支払交付金事業
・多面的機能支払交付金事業
・農業基盤整備促進事業 
・菌床椎茸生産支援事業 
・山林地籍調査事業
・横田市街地街路灯改修事業
・中国自然遊歩道休憩施設整備事業 
・町道等道路整備事業
・橋りょう長寿命化点検・修繕事業
・三成公園ホッケー場整備事業
・仁多中学校太陽光発電・蓄電池設備整備事業 
・病児保育事業
○平成２７年度からの主な繰越事業    
・地方創生加速化事業    
・路線バス整備事業    
・八川小学校管理教室棟改築事業    

職員・特別職の給与、議員・各委員会委員の報酬などのお金

生活保護、児童手当、医療費などに使うお金

道路、公共施設整備などのために借り入れた町債の
返済に使うお金

人件費

扶助費

公債費

道路、橋、学校、公園などの建設、整備に使うお金

業務委託料、使用料、物品調達などに使うお金

公共施設などの修繕に使うお金

各種事業、団体への補助金や負担金として使うお金

投資及び出資金、貸付金、積立金などに使うお金

普通建設事業費

物件費

維持補修費

補助費等

その他

12億4,260万円
6,922万円
4,540万円
8,309万円
2,573万円
3,272万円
8,004万円
8,700万円

3億5,799万円
2億4,335万円
4,001万円
5,400万円
7,342万円
2,807万円
4,413万円

5億5,523万円
5,315万円
6,090万円
2,750万円
1,980万円

9,000万円
2,644万円

7億3,529万円

議会費
町議会の活動・運営の
ためのお金

総務費
全般的な管理事務、徴
税、戸籍、統計、選挙
などのお金
民生費
生活保護、児童手当な
どの福祉のための
お金
衛生費
ごみ処理の経費や健
康増進のためのお金
労働費
失業対策や勤労者の
福利厚生のためのお金

農林水産業費
農業・畜産業・林業の
振興のためのお金
商工費
商工業や観光の振興
のためのお金

土木費
道路や公園、住宅の整
備・維持管理のための
お金
消防費
消防活動のための
お金

教育費
小・中学校教育、公民
館などのためのお金

公債費
借入金の返済のため
のお金
予備費
予定外の支出、予算を
超過した支出へ対応
するためのお金

町税町税
町民税、固定資産税など

繰入金繰入金
基金（貯金）や特別会計
から入ってくるお金
使用料及び手数料使用料及び手数料
情報や公民館の使用料、
証明書の交付手数料な
ど

分担金及び負担金分担金及び負担金
事業の受益者負担金など

寄附金寄附金
ふるさと応援寄附金など

諸収入ほか諸収入ほか
どの費目にも含まれない
収入

地方交付税
税収の少ない町に一定の
サービスが提供できるよ
う、国から交付されるお金

町債
施設整備や道路改良な
どのために国や金融機
関から借り入れるお金

県支出金
県が認めた特定の事務
事業に対して交付される
お金

国庫支出金
国が認めた特定の事務事
業に対して交付されるお金

地方消費税交付金
国が徴収した税金から基
準に従い交付されるお金

地方譲与税

利子割交付金ほか
県が徴収した利子に掛かる税金
から交付されるお金など

国が徴収した税金から基
準に従い譲与されるお金

一般会計 １４８億８，０００万円
前年度当初予算（１５０億円）と比較して０．８％、１億2,000万円の減

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

会計別の当初予算

性質別に歳出を見てみると…平成28年度の主な事業 平
成
28 

年
度
当
初
予
算

平
成
28 

年
度
当
初
予
算

人件費
13億4,046万円
（9.0%）

公債費
26億5,305万円
（17.8%）

普通建設事業費
27億6,237万円
（18.6%）

物件費
13億7,114万円
（9.2%）

維持補修費
1億4,951万円
（1.0%）

補助費等
23億4,350万円
（15.7%）

その他
28億3,644万円
（19.1%）

扶助費
14億2,353万円
（9.6%）

8,545万円（0.6%）

1億239万円（0.7%）

3億3,732万円（2.3%）

6,012万円（0.4%）
28億273万円
（18.8%）

11億8,557万円
（8.0%）

64億4,900万円
（43.3%）

20億1,860万円
（13.6%）

11億2,570万円
（7.6%）

10億3,985万円
（7.0%）

2,796万円 （0.1%）

1億2,310万円（0.8%）

2億4,950万円（1.7%）

10億1,510万円
（6.8%）

11億4,579万円
（7.7%）

22億7,753万円
（15.3%）

16億9,526万円
（11.4%）

19億9,812万円
（13.4%）

20億409万円
（13.5%）

26億5,307万円
（17.8%）

2億5,689万円（1.7%）

6億7,684万円（4.5%）

800万円（0.1%）

3億8,330万円（2.6%）

3,872万円（0.3%）
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町長施政方針　2016

― 

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
結
婚

相
談
所
の
開
設
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
や
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
を
縁
結
び
支
援
団

体
へ
委
託
す
る
他
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
し
、
縁
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
を
中
心
に
縁
結
び
活
動
の
支
援

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

児
童
生
徒
医
療
費
助
成
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
で
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
来
年
度
、
奥
出
雲
病
院
の
院

内
保
育
所
を
改
修
し
、
病
児
保
育
事
業

を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
幼
児
園
に
通
園
し
て

い
る
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
仕

事
を
休
め
な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
病

気
の
子
ど
も
が
保
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
が
整
い
ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
相
談

者
に
寄
り
添
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報

提
供
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
、

「
結
婚
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事

業
」
を
新
た
に
始
め
ま
す
。

　

こ
の
他
、
県
と
連
携
し
た
保
育
料
軽

減
事
業
、
子
育
て
応
援
事
業
所
認
定
事

業
、
子
育
て
応
援
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
継

続
的
に
実
施
し
、
子
育
て
に
温
か
い
地

域
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

― 

医
療
、
福
祉
等

　

次
に
医
療
に
つ
い
て
で
す
。
奥
出
雲

病
院
で
は
、
常
勤
医
師
６
名
体
制
の
中
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
医
療
を
支

え
る
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
救
急
医
療
体
制
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
医
療
従
事
者
の

確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
島

根
大
学
医
学
部
等
へ
の
協
力
要
請
は
も

と
よ
り
、
地
元
出
身
医
師
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
な
ど
に
よ
り
、
診
療
体
制
の
維
持

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
る
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
義
務
付
け
て
お
り
、
地
域
医
療

構
想
を
踏
ま
え
た
病
院
ご
と
の
役
割
を

明
確
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
県
が
策
定
す
る
地
域
医
療

構
想
と
の
整
合
性
を
図
り
、
雲
南
医
療

圏
や
関
係
諸
機
関
と
議
論
を
重
ね
な
が

ら
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

医
療
環
境
の
整
備
と
人
材
確
保
に
努
め
、

地
域
医
療
の
中
核
的
機
関
と
し
て
、
引

き
続
き
健
全
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
福
祉
関
係
に
つ
い
て
で
す
。
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
を

実
現
す
る
た
め
、
従
来
の
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
ひ
と
り
親
、
生
活
困
窮
者
な

ど
へ
の
支
援
施
策
を
継
続
す
る
他
、
次

の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
の
た
め
、
特
に
認
知
症
対
策

事
業
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
事
業
や

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
重
点
的
に

取
り
組
み
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に

始
ま
る
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
で
は
、
相
談
・

支
援
体
制
の
充
実
や
就
労
支
援
事
業
を

実
施
す
る
他
、
必
要
に
応
じ
て
、
家
計

相
談
支
援
事
業
、
家
庭
学
習
支
援
事
業

な
ど
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
支
え

合
っ
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

考
え
で
す
。

　

そ
の
他
、
国
の
施
策
で
あ
る
低
所
得

高
齢
者
向
け
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
消

費
税
の
増
税
に
伴
う
臨
時
給
付
金
の
給

付
を
実
施
し
ま
す
。

　

更
に
は
、
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
た

見
守
り
体
制
や
助
け
合
い
除
雪
、
買
い

物
支
援
体
制
な
ど
、
引
き
続
き
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

我
が
国
で
は
、
医
療
費
や
介
護
費
等
の

社
会
保
障
費
の
増
加
が
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
今
年
度
、
町
民
の
皆
様

の
診
療
や
健
診
の
結
果
を
分
析
し
て

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
、
本
町
の
健
康
課

題
の
実
態
に
即
し
た
健
康
づ
く
り
の
対

策
を
、
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
推
進
し
ま
す
。

　

更
に
、
子
育
て
支
援
の
一
環
で
あ
る

不
妊
治
療
費
の
助
成
事
業
の
拡
充
や
、

Ｂ
型
肝
炎
の
任
意
予
防
接
種
の
拡
充
、

各
種
が
ん
検
診
や
脳
ド
ッ
ク
の
経
費
助

成
に
よ
り
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
健
康

づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
連
携
に
よ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
在
宅

医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
医
療
機
関
の

訪
問
診
療
を
促
進
す
る
「
訪
問
診
療
支

援
事
業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
役
場
の
機
構
改
革
に
よ
り
、

「
保
健・健
康
づ
く
り
」と「
福
祉
」を
一

体
的
か
つ
的
確
に
推
進
す
る
体
制
の
構

築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
立
奥
出
雲

病
院
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
医
療
提

供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

―  

国
民
健
康
保
険
事
業

　

１
月
１
日
現
在
、
本
町
の
国
保
加
入

世
帯
の
割
合
は
38
・
６
％
、
被
保
険
者

は
22
・
６
％
と
、
多
く
の
方
が
加
入
さ

れ
て
お
り
、
特
に
、
65
歳
以
上
の
被
保

険
者
が
半
数
以
上
を
占
め
る
な
ど
、
国

保
財
政
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。

　

来
年
度
の
国
保
会
計
の
当
初
予
算
は
、

対
前
年
度
比
で
２
・
３
％
減
の
18
億
７

５
０
０
万
円
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
具

体
的
な
税
率
や
均
等
割
の
額
は
国
保
運

営
協
議
会
で
の
審
議
の
後
、
６
月
定
例

議
会
に
提
案
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
か
ら
運
営
主
体

が
都
道
府
県
へ
移
行
す
る
た
め
、
今
後

は
、
国
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に

基
づ
き
、
県
と
の
協
議
・
検
討
を
進
め

ま
す
。

―  

教
育
の
充
実

　

学
校
教
育
は
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と

愛
着
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
成
す
る
た

め
、
公
民
館
な
ど
と
も
連
携
し
た
ふ
る

さ
と
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
職

場
体
験
学
習
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
園
、
小
・
中
学
校
の
連

携
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
力

向
上
や
特
別
支
援
教
育
、
公
民
館
活
動

な
ど
の
充
実
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

県
派
遣
の
指
導
主
事
、
社
会
教
育
主
事

各
１
名
を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
配
置

し
ま
す
。

　

更
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
や
教
員
の

指
導
力
向
上
を
図
る
た
め
、
町
単
独
の

学
力
推
進
員
を
配
置
し
、
算
数
・
数
学
、

理
科
の
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
高
田
小
学
校
は
４
月
１
日
か

ら
亀
嵩
小
学
校
へ
再
編
統
合
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
３
月
27
日
に
閉
校
式
典

を
実
施
し
ま
す
。

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
地
元

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
結
果
も
踏
ま
え
有
効
な
活
用

策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

在
建
設
中
の
八
川
小
学
校
屋
内
運
動
場

は
３
月
中
に
完
成
し
ま
す
が
、
管
理
教

室
棟
は
明
許
繰
越
に
よ
り
、
来
年
度
末

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ボ
ー
ト
競
技
が
７
月
28
日
か
ら

「
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
」
で
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
雲
南
市
と
連
携
し
て
設
置
し

た
会
場
地
実
行
委
員
会
等
で
大
会
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、
本
町
の
魅
力
発
信

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
横
田
高
校
の
魅
力
化
・
活
性

化
は
、
引
き
続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
よ
る
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
通
学
費
の

助
成
な
ど
、
生
徒
の
確
保
に
向
け
た
町

独
自
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
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―  

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

　

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
力
を
誇

る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
小
・
中
学
校
、
横
田
高
校
、
セ

ル
リ
オ
島
根
な
ど
の
競
技
力
向
上
の
た

め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
４
年
後
に
開
催
さ
れ
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
参
加
国

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
町
内
出
身
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
輩
出
な
ど
に
向
け
、

様
々
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
健
康
増
進
、
体
力
向

上
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
の

た
め
、
「
奥
出
雲
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

な
ど
へ
の
各
種
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

で
す
。
文
化
の
薫
り
高
い
町
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
、
引
き
続
き
、
奥
出
雲
町

文
化
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
芸
能

団
体
な
ど
へ
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、

芸
術
鑑
賞
な
ど
多
様
な
機
会
に
よ
る
芸

術
文
化
団
体
と
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
出
雲
町
が
誇
る
た
た
ら
製

鉄
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
関

連
す
る
歴
史
遺
産
の
調
査
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国
の
重
要
文
化
的
景
観
の
選

定
を
受
け
た
「
た
た
ら
景
観
」
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
雲
南
市
、
安
来
市
と
奥
出

雲
町
の
２
市
１
町
で
進
め
て
い
る
『
た

た
ら
製
鉄
』
の
「
日
本
遺
産
」
認
定
に

向
け
た
取
組
み
と
連
携
し
な
が
ら
、
奥

出
雲
の
文
化
、
伝
統
を
含
め
た
地
域
振

興
及
び
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

―  

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

　

４
月
よ
り
電
力
の
小
売
が
全
面
自
由

化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て

も
小
水
力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
安
価
な
電
力
供
給
に
よ
る
地
域

の
発
展
を
目
指
し
て
、
新
た
に
電
力
小

売
会
社
を
設
立
し
ま
す
。

　

当
初
は
公
共
施
設
を
対
象
と
し
、
状

況
を
み
な
が
ら
事
業
所
な
ど
へ
の
供
給

も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

に
つ
い
て
は
、
当
初
、
森
林
資
源
を
製

鉄
用
炭
素
材
へ
活
用
す
る
方
針
で
し
た

が
、
供
給
側
と
需
要
側
の
単
価
に
大
き

な
隔
た
り
が
あ
る
た
め
、
見
直
さ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
小
規
模
な
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
よ
る
電
気
・
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
に
計
画
を
変
更
し
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
域
内
循
環
に
努
め
て
い
く
考
え

で
す
。

　

そ
の
他
、
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
三

沢
発
電
所
改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り

組
み
、
平
成
29
年
秋
を
目
標
に
、
電
力

固
定
価
格
買
取
制
度
に
よ
る
運
転
を
開

始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
井
地
区
川
東
水
路
を
利
用

し
た
農
業
用
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
に
お
い
て
整
備
を
完
了

し
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
事
業
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
町
の
豊
富
な
森
林
資
源

と
未
利
用
資
源
の
利
活
用
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
小
水
力
発
電
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
持
続
的
・

安
定
的
な
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

―   

消
防
・
防
災
対
策
等

　

７
月
に
出
雲
市
で
開
催
さ
れ
る
県
消

防
操
法
大
会
に
は
、
八
川
分
団
が
「
小

型
ポ
ン
プ
の
部
」
に
、
布
勢
分
団
が

「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
、
優
勝
纏
の
獲
得
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
機
能
別
消
防
団
員
の
配
置
に

よ
る
消
防
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

町
民
要
望
の
多
い
耐
震
性
貯
水
槽
の
整

備
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
・
防

災
拠
点
の
整
備
を
図
る
た
め
に
実
施
し

て
い
る
仁
多
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、

駐
車
場
等
を
含
め
た
完
成
は
来
年
度
末

と
な
り
ま
す
が
、
新
庁
舎
へ
の
移
転
は

今
年
の
秋
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

関
連
し
た
「
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す
抜

本
的
対
策
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
様
の

個
人
情
報
を
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
」
か

ら
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

―   

行
政
改
革

　

本
町
は
、
昨
年
３
月
31
日
に
町
制
施

行
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

合
併
後
は
、
「
新
町
建
設
計
画
」
や

「
奥
出
雲
町
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

町
民
の
皆
様
の
連
帯
感
の
醸
成
と
要
望

の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
行
政
運
営

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
交
付
税
の
一
本
算
定
へ
の
移

行
に
伴
っ
て
交
付
額
は
年
々
減
少
し
、

一
方
で
は
、
昨
年
策
定
し
た
「
総
合
戦

略
」
に
基
づ
き
、
子
育
て
支
援
、
定
住

対
策
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
た
、
よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
町
政

を
推
進
す
る
た
め
、
直
面
す
る
公
共
施

設
の
適
正
配
置
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、

来
年
度
、
行
政
改
革
審
議
会
に
諮
問
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
員
各
位
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

改修が予定されている奥出雲病院の院内保育所

3月に完成した八川小学校屋内運動場

（その２）（その２）

３月２日、平成２８年第１回定例会の開会にあたり、勝田町長が施
政方針演説を行いました。（内容を一部抜粋して掲載しています。）
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

― 

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
結
婚

相
談
所
の
開
設
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
や
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
を
縁
結
び
支
援
団

体
へ
委
託
す
る
他
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
し
、
縁
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
を
中
心
に
縁
結
び
活
動
の
支
援

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

児
童
生
徒
医
療
費
助
成
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
で
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
来
年
度
、
奥
出
雲
病
院
の
院

内
保
育
所
を
改
修
し
、
病
児
保
育
事
業

を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
幼
児
園
に
通
園
し
て

い
る
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
仕

事
を
休
め
な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
病

気
の
子
ど
も
が
保
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
が
整
い
ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
相
談

者
に
寄
り
添
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報

提
供
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
、

「
結
婚
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事

業
」
を
新
た
に
始
め
ま
す
。

　

こ
の
他
、
県
と
連
携
し
た
保
育
料
軽

減
事
業
、
子
育
て
応
援
事
業
所
認
定
事

業
、
子
育
て
応
援
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
継

続
的
に
実
施
し
、
子
育
て
に
温
か
い
地

域
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

― 

医
療
、
福
祉
等

　

次
に
医
療
に
つ
い
て
で
す
。
奥
出
雲

病
院
で
は
、
常
勤
医
師
６
名
体
制
の
中
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
医
療
を
支

え
る
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
救
急
医
療
体
制
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
医
療
従
事
者
の

確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
島

根
大
学
医
学
部
等
へ
の
協
力
要
請
は
も

と
よ
り
、
地
元
出
身
医
師
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
な
ど
に
よ
り
、
診
療
体
制
の
維
持

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
る
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
義
務
付
け
て
お
り
、
地
域
医
療

構
想
を
踏
ま
え
た
病
院
ご
と
の
役
割
を

明
確
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
県
が
策
定
す
る
地
域
医
療

構
想
と
の
整
合
性
を
図
り
、
雲
南
医
療

圏
や
関
係
諸
機
関
と
議
論
を
重
ね
な
が

ら
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

医
療
環
境
の
整
備
と
人
材
確
保
に
努
め
、

地
域
医
療
の
中
核
的
機
関
と
し
て
、
引

き
続
き
健
全
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
福
祉
関
係
に
つ
い
て
で
す
。
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
を

実
現
す
る
た
め
、
従
来
の
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
ひ
と
り
親
、
生
活
困
窮
者
な

ど
へ
の
支
援
施
策
を
継
続
す
る
他
、
次

の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
の
た
め
、
特
に
認
知
症
対
策

事
業
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
事
業
や

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
重
点
的
に

取
り
組
み
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に

始
ま
る
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
で
は
、
相
談
・

支
援
体
制
の
充
実
や
就
労
支
援
事
業
を

実
施
す
る
他
、
必
要
に
応
じ
て
、
家
計

相
談
支
援
事
業
、
家
庭
学
習
支
援
事
業

な
ど
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
支
え

合
っ
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

考
え
で
す
。

　

そ
の
他
、
国
の
施
策
で
あ
る
低
所
得

高
齢
者
向
け
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
消

費
税
の
増
税
に
伴
う
臨
時
給
付
金
の
給

付
を
実
施
し
ま
す
。

　

更
に
は
、
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
た

見
守
り
体
制
や
助
け
合
い
除
雪
、
買
い

物
支
援
体
制
な
ど
、
引
き
続
き
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

我
が
国
で
は
、
医
療
費
や
介
護
費
等
の

社
会
保
障
費
の
増
加
が
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
今
年
度
、
町
民
の
皆
様

の
診
療
や
健
診
の
結
果
を
分
析
し
て

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
、
本
町
の
健
康
課

題
の
実
態
に
即
し
た
健
康
づ
く
り
の
対

策
を
、
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
推
進
し
ま
す
。

　

更
に
、
子
育
て
支
援
の
一
環
で
あ
る

不
妊
治
療
費
の
助
成
事
業
の
拡
充
や
、

Ｂ
型
肝
炎
の
任
意
予
防
接
種
の
拡
充
、

各
種
が
ん
検
診
や
脳
ド
ッ
ク
の
経
費
助

成
に
よ
り
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
健
康

づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
連
携
に
よ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
在
宅

医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
医
療
機
関
の

訪
問
診
療
を
促
進
す
る
「
訪
問
診
療
支

援
事
業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
役
場
の
機
構
改
革
に
よ
り
、

「
保
健・健
康
づ
く
り
」と「
福
祉
」を
一

体
的
か
つ
的
確
に
推
進
す
る
体
制
の
構

築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
立
奥
出
雲

病
院
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
医
療
提

供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

―  

国
民
健
康
保
険
事
業

　

１
月
１
日
現
在
、
本
町
の
国
保
加
入

世
帯
の
割
合
は
38
・
６
％
、
被
保
険
者

は
22
・
６
％
と
、
多
く
の
方
が
加
入
さ

れ
て
お
り
、
特
に
、
65
歳
以
上
の
被
保

険
者
が
半
数
以
上
を
占
め
る
な
ど
、
国

保
財
政
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。

　

来
年
度
の
国
保
会
計
の
当
初
予
算
は
、

対
前
年
度
比
で
２
・
３
％
減
の
18
億
７

５
０
０
万
円
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
具

体
的
な
税
率
や
均
等
割
の
額
は
国
保
運

営
協
議
会
で
の
審
議
の
後
、
６
月
定
例

議
会
に
提
案
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
か
ら
運
営
主
体

が
都
道
府
県
へ
移
行
す
る
た
め
、
今
後

は
、
国
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に

基
づ
き
、
県
と
の
協
議
・
検
討
を
進
め

ま
す
。

―  

教
育
の
充
実

　

学
校
教
育
は
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と

愛
着
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
成
す
る
た

め
、
公
民
館
な
ど
と
も
連
携
し
た
ふ
る

さ
と
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
職

場
体
験
学
習
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
園
、
小
・
中
学
校
の
連

携
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
力

向
上
や
特
別
支
援
教
育
、
公
民
館
活
動

な
ど
の
充
実
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

県
派
遣
の
指
導
主
事
、
社
会
教
育
主
事

各
１
名
を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
配
置

し
ま
す
。

　

更
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
や
教
員
の

指
導
力
向
上
を
図
る
た
め
、
町
単
独
の

学
力
推
進
員
を
配
置
し
、
算
数
・
数
学
、

理
科
の
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
高
田
小
学
校
は
４
月
１
日
か

ら
亀
嵩
小
学
校
へ
再
編
統
合
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
３
月
27
日
に
閉
校
式
典

を
実
施
し
ま
す
。

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
地
元

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
結
果
も
踏
ま
え
有
効
な
活
用

策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

在
建
設
中
の
八
川
小
学
校
屋
内
運
動
場

は
３
月
中
に
完
成
し
ま
す
が
、
管
理
教

室
棟
は
明
許
繰
越
に
よ
り
、
来
年
度
末

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ボ
ー
ト
競
技
が
７
月
28
日
か
ら

「
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
」
で
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
雲
南
市
と
連
携
し
て
設
置
し

た
会
場
地
実
行
委
員
会
等
で
大
会
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、
本
町
の
魅
力
発
信

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
横
田
高
校
の
魅
力
化
・
活
性

化
は
、
引
き
続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
よ
る
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
通
学
費
の

助
成
な
ど
、
生
徒
の
確
保
に
向
け
た
町

独
自
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
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―  
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

　

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
力
を
誇

る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
小
・
中
学
校
、
横
田
高
校
、
セ

ル
リ
オ
島
根
な
ど
の
競
技
力
向
上
の
た

め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
４
年
後
に
開
催
さ
れ
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
参
加
国

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
町
内
出
身
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
輩
出
な
ど
に
向
け
、

様
々
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
健
康
増
進
、
体
力
向

上
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
の

た
め
、
「
奥
出
雲
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

な
ど
へ
の
各
種
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

で
す
。
文
化
の
薫
り
高
い
町
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
、
引
き
続
き
、
奥
出
雲
町

文
化
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
芸
能

団
体
な
ど
へ
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、

芸
術
鑑
賞
な
ど
多
様
な
機
会
に
よ
る
芸

術
文
化
団
体
と
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
出
雲
町
が
誇
る
た
た
ら
製

鉄
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
関

連
す
る
歴
史
遺
産
の
調
査
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国
の
重
要
文
化
的
景
観
の
選

定
を
受
け
た
「
た
た
ら
景
観
」
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
雲
南
市
、
安
来
市
と
奥
出

雲
町
の
２
市
１
町
で
進
め
て
い
る
『
た

た
ら
製
鉄
』
の
「
日
本
遺
産
」
認
定
に

向
け
た
取
組
み
と
連
携
し
な
が
ら
、
奥

出
雲
の
文
化
、
伝
統
を
含
め
た
地
域
振

興
及
び
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

―  

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

　

４
月
よ
り
電
力
の
小
売
が
全
面
自
由

化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て

も
小
水
力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
安
価
な
電
力
供
給
に
よ
る
地
域

の
発
展
を
目
指
し
て
、
新
た
に
電
力
小

売
会
社
を
設
立
し
ま
す
。

　

当
初
は
公
共
施
設
を
対
象
と
し
、
状

況
を
み
な
が
ら
事
業
所
な
ど
へ
の
供
給

も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

に
つ
い
て
は
、
当
初
、
森
林
資
源
を
製

鉄
用
炭
素
材
へ
活
用
す
る
方
針
で
し
た

が
、
供
給
側
と
需
要
側
の
単
価
に
大
き

な
隔
た
り
が
あ
る
た
め
、
見
直
さ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
小
規
模
な
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
よ
る
電
気
・
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
に
計
画
を
変
更
し
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
域
内
循
環
に
努
め
て
い
く
考
え

で
す
。

　

そ
の
他
、
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
三

沢
発
電
所
改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り

組
み
、
平
成
29
年
秋
を
目
標
に
、
電
力

固
定
価
格
買
取
制
度
に
よ
る
運
転
を
開

始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
井
地
区
川
東
水
路
を
利
用

し
た
農
業
用
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
に
お
い
て
整
備
を
完
了

し
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
事
業
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
町
の
豊
富
な
森
林
資
源

と
未
利
用
資
源
の
利
活
用
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
小
水
力
発
電
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
持
続
的
・

安
定
的
な
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

―   

消
防
・
防
災
対
策
等

　

７
月
に
出
雲
市
で
開
催
さ
れ
る
県
消

防
操
法
大
会
に
は
、
八
川
分
団
が
「
小

型
ポ
ン
プ
の
部
」
に
、
布
勢
分
団
が

「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
、
優
勝
纏
の
獲
得
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
機
能
別
消
防
団
員
の
配
置
に

よ
る
消
防
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

町
民
要
望
の
多
い
耐
震
性
貯
水
槽
の
整

備
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
・
防

災
拠
点
の
整
備
を
図
る
た
め
に
実
施
し

て
い
る
仁
多
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、

駐
車
場
等
を
含
め
た
完
成
は
来
年
度
末

と
な
り
ま
す
が
、
新
庁
舎
へ
の
移
転
は

今
年
の
秋
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

関
連
し
た
「
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す
抜

本
的
対
策
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
様
の

個
人
情
報
を
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
」
か

ら
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

―   

行
政
改
革

　

本
町
は
、
昨
年
３
月
31
日
に
町
制
施

行
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

合
併
後
は
、
「
新
町
建
設
計
画
」
や

「
奥
出
雲
町
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

町
民
の
皆
様
の
連
帯
感
の
醸
成
と
要
望

の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
行
政
運
営

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
交
付
税
の
一
本
算
定
へ
の
移

行
に
伴
っ
て
交
付
額
は
年
々
減
少
し
、

一
方
で
は
、
昨
年
策
定
し
た
「
総
合
戦

略
」
に
基
づ
き
、
子
育
て
支
援
、
定
住

対
策
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
た
、
よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
町
政

を
推
進
す
る
た
め
、
直
面
す
る
公
共
施

設
の
適
正
配
置
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、

来
年
度
、
行
政
改
革
審
議
会
に
諮
問
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
員
各
位
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　奥出雲町の中学生を対象とした、放課後の時間を使って学習の場を提供する「家庭学習支援
塾」を開催しました。この事業は、中学生の「家ではなかなか集中して学習ができない」「家
ではわからないところがあっても聞く事ができない」などの声に対して10年前より開催されて
きたもので、平成27年度は10月から１月の４ヵ月間、仁多・横田両会場でそれぞれ週２回開催
され、奥出雲町の中学生の２割以上が参加するなど、年々受講生が増えています。
　本事業については、町民の方に講師としてご協力をいただくなど、町民の皆様のお力添えが
なくては成り立たない事業です。本事業について町民の皆様に広くお知らせさせていただくこ
とで一層のご理解ご協力を賜りたく、平成27年度事業の実施結果を下記の通りご紹介させてい
ただきます。

平成２７年度家庭学習支援塾を開催しました

【参加状況】

【アンケート結果（抜粋）】
●受講生のご意見

●保護者のご意見

奥出雲町の中学生徒数 家庭学習支援塾受講生徒数 参加率
343人 72人 21%

Ｑ．塾に参加してみていかが　　
　  でしたか？

49％

2％

49％ 66％34％

Ｑ．集中して、学習に
　  取り組めましたか？

■良かった
■まあまあ良かった
■良くなかった

■よくできた
■まあまあできた
■あまりできなかった
■ぜんぜんできなかった

0％

家では、こんなにたくさん勉強できないからとて
も良かった。テスト期間中にやると、もっといいか
なと思いました。

テスト前の支援塾は本当に良かったと思います。家庭に帰ると部活をした後なので、疲れて思うように勉強でき
なかったと思いますが、週２回の支援塾に参加する様になってからは、家庭でも少し勉強の時間が増えた気が
します。

課題を学校でやって帰ると、家ではゆっくりとめりはりがついて良かったです。家だと甘えてたいぎなことは後
回しになるので、集中できることがすごく良かったと思います。

塾の日は早めに宿題が終わり、自宅でのすごし方も変わりました。短時間でも集中してやる方が学力も身につ
くように思いました。

家ではなかなか机の前にいかなかったのが、支援塾で自分の分からない事を聞いて自分が理解出来、スッキリ
して勉強に向かっていた。

とても丁寧に分かりやすく教えてもらって、自分
でもう一度やったときに、ちゃんとできたので、
参加して良かったと思っています。ありがとうご
ざいました。

ふだん分からなくてほったからしのところを教
えてもらえて良かったです。

家だと90分ずっと集中して学習することが少な
いですが、塾の時は、しずかに落ちついて学習で
きました。また、分からない所を教えてもらえた
ので良かったです。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　このサイトは、奥出雲町の子育てに必要な情報を分かりやすくお伝えする情報ガイドです。知
っておくと便利な行政サービスや、イベントなどの子育ての情報を紹介していますので、ぜひご
活用ください。
　インターネットが利用できるパソコンまたはスマートフォンで、「ママフレ奥出雲」と検索し
ていただくか、町のホームページからご覧になれます。

「奥出雲町子育て応援ガイドブック」ができました！
　奥出雲で子育てをする皆さんに役立つ情報満載のガイドブック「町ごと子育て奥出雲」が、で
きあがりました。
　各家庭に1部ずつ配布いたしますので、ご家族でご覧になり、子育てにご活用ください。

　「ママフレ奥出雲」「子育て応援ガイドブック」に関するお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　　役場（横田庁舎）子育て支援課　電話５２－２２０６　まで

子育て応援情報サイト「ママフレ奥出雲」がオープンしました!!子育て応援情報サイト「ママフレ奥出雲」がオープンしました!!

奥出雲観光文化協会事務所を開設しました奥出雲観光文化協会事務所を開設しました

育児を応援する行政サービスガイド

サイクリングターミル内

　中国やまなみ街道の全線開通などに伴い、交
流人口の増加、観光ニーズの拡大、広域的な誘
客が進むことから奥出雲観光文化協会の事務所
を奥出雲町サイクリングターミナル内に４月１
日開設いたしました。
　新たに事務局長として早川正樹さん、事務局

員としてサミーラ・グナワラデナさんの２名の
専属職員を採用し、奥出雲町の食、自然、神
話、歴史・文化などの魅力を配信すると共に商
工会、観光事業者との連携を図り、更なる観光
客の誘客に努めていきます。

事務局長
　早川　正樹

事務局職員
　サミーラ・
　　グナワラデナ

環境保全のための奨励金制度をご活用ください

　石油代替エネルギーの確保や地球温暖化対策を推進するため「奥出雲町新エネルギー設備導入
促進事業奨励金」を公募しています。助成の対象は、次のとおりです
【対　象　者　等】下表の対象機器・設備を、町内の住宅または事業所に設置しようとする方。
【対象機器・設備】対象機器･設備および奨励金額等は次のとおりです。

【申　請　方　法】申請書のほか、工事請負契約書又は売買契約書等が必要です。
　　　　　　　　　また、機器を設置する２週間前には申請書を提出ください。
【申　請　期　限】区分①、②については、平成29年１月31日（火）まで。
　　　　　　　　　区分③～⑥については、平成29年２月28日（火）まで。
　　　　　　　　　（ただし、申請額が予算に達したら公募を終了します。）
※機器設置後の申請は、奨励金の対象外となりますのでご注意ください。
※対象設備が過去に交付した設備と別種類であれば、合計額25万円を上限として再度申請できます。
※この奨励金は、島根県太陽光発電等導入支援事業補助金（１kwあたり１万円）の助成を受けています。

　奥出雲町の美しい里山を整備し、間伐材の有効利用や自伐林家の育成、そして地球温暖化対策の一
翼を担うきこりプロジェクトは、平成24年から始まりました。
　持ち山で間伐材を切り出し、集積場である仁多郡森林組合事業合同センター（亀嵩地内）に持ち寄り、
その売上げに町補助金を上乗せし、１t当り6,000円の商品券を出荷者に交付します。一方、搬入された間
伐材は森林組合でチップ化され、町内２つの温浴施設（亀嵩温泉、佐白温泉）に供給しています。施設の
熱源を木質チップとし化石燃料の代替えを図ることで、CO2の削減に貢献しています。
　このプロジェクトにご賛同頂き、間伐などの森林整備による公益的機能の発揮と商品券の流通による
地域振興を一緒に築きましょう。

対　象　機　器種類 奨　励　金　額　等

太陽光発電システム

L E D 照 明 機 器
ペ レ ット スト ー ブ
薪 ス ト ー ブ
火 鉢 及 び 暖 炉
その他木質系燃料を
使 用 す る 設 備

①

②
③
④
⑤
⑥

出力1kwあたり５万円（上限20万円）
ただし、パナソニック製（三洋製含む）以外は出力１kwあ
たり３万円（上限12万円）
対象経費１万円以上でその10％以内
ただし、太陽光発電設備を同時に設置する場合のみ対象

対象経費１万円以上でその25％以内（上限５万円）

◆◇新エネルギー設備導入促進事業奨励金◇◆

奨励金の詳しい内容は、役場農林土木課までお問い合わせください
【申請先・お問い合わせ先】 役場 農林土木課　有線：20-4221　電話：52-2673

会員募集の詳しい内容は、役場農林土木課までお問い合わせください。
【お問い合わせ先】 横田庁舎2階　農林土木課　有線：20-4221　電話：52-2673

登 録 条 件

登 録 方 法

申 請 書 の 提 出 先
登 録 証 の 発 行

①奥出雲町民または町内に山林を所有している方で個人に限ります。
②出荷する間伐材及び林地残材は、町内の山林で伐採した木材に限ります。
③プロジェクトが開催する安全技術研修会を必ず受講下さい（毎年1回以上）
「登録申請書」に必要事項を記入し、下記窓口に提出下さい。
申請時に確認させて頂くもの
　①運転免許証
　②車検証
申請時に添付して頂くもの
　①対象山林の地番、面積、地目がわかるもの
　②位置がわかる図面
 　（無い場合は森林計画図で代用します。提出窓口に申し出て下さい。）
仁多地域にお住いの方　仁多庁舎1階　町民課
横田地域にお住いの方　横田庁舎２階　農林土木課
登録申請書が承認された後、速やかに「登録証」を郵送します。

奥出雲町オロチの深山きこりプロジェクト奥出雲町オロチの深山きこりプロジェクト会員（出荷者）
募集中！

イメージキャラクター　きこプロくん
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役
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対象車 内容
電気自動車等
H３２年度燃費基準＋２０％達成車
H３２年度燃費基準達成車

税率を概ね７５％軽減
税率を概ね５０％軽減
税率を概ね２５％軽減

対象車 内容
電気自動車等
H２７年度燃費基準＋３５％達成車
H２７年度燃費基準達成車＋１５％達成車

税率を概ね７５％軽減
税率を概ね５０％軽減
税率を概ね２５％軽減

車種区分
平成27年４月１日
以降に新車新規
登録された車

グリーン化特例（軽課税率）
（平成２８年度のみ）

２５％軽減 ５０％軽減 ７５％軽減
8 , 1 0 0円
5 , 2 0 0円
3 , 8 0 0円
2 , 9 0 0円
3 , 0 0 0円

1 0 , 8 0 0円
6 , 9 0 0円
5 , 0 0 0円
3 , 8 0 0円
3 , 9 0 0円

自家用
営業用
自家用
営業用

乗用

貨物用
４輪以上

３輪

5 , 4 0 0円
3 , 5 0 0円
2 , 5 0 0円
1 , 9 0 0円
2 , 0 0 0円

2 , 7 0 0円
1 , 8 0 0円
1 , 3 0 0円
1 , 0 0 0円
1 , 0 0 0円

車種区分 平成２７年度まで 平成２８年度から
7 , 2 0 0円
5 , 5 0 0円
4 , 0 0 0円
3 , 0 0 0円
3 , 1 0 0円

1 2 , 9 0 0円
8 , 2 0 0円
6 , 0 0 0円
4 , 5 0 0円
4 , 6 0 0円

自家用
営業用
自家用
営業用

乗用

貨物用
４輪以上

３輪

車種区分
最初の検査年から
１３年目まで

最初の検査年から
１４年目以降（経年車）

7 , 2 0 0円
5 , 5 0 0円
4 , 0 0 0円
3 , 0 0 0円
3 , 1 0 0円

1 2 , 9 0 0円
8 , 2 0 0円
6 , 0 0 0円
4 , 5 0 0円
4 , 6 0 0円

自家用
営業用
自家用
営業用

乗用

貨物用
４輪以上

３輪

車種区分
最初の検査年から
１３年目まで

最初の検査年から
１４年目以降（経年車）

1 0 , 8 0 0円
6 , 9 0 0円
5 , 0 0 0円
3 , 8 0 0円
3 , 9 0 0円

1 2 , 9 0 0円
8 , 2 0 0円
6 , 0 0 0円
4 , 5 0 0円
4 , 6 0 0円

自家用
営業用
自家用
営業用

乗用

貨物用
４輪以上

３輪

車種区分 平成27年度まで 平成28年度から
1 , 0 0 0円
1 , 2 0 0円
1 , 6 0 0円
2 , 5 0 0円

2 , 4 0 0円

2 , 4 0 0円
4 , 0 0 0円
1 , 6 0 0円
4 , 7 0 0円

５０cc以下
５０cc超９０cc以下
９０cc超１２５cc以下
３輪以上（ミニカー）

農耕作業用
その他 

原動機付自転車

雪上車
小型２輪（２５０cc超）

２輪（側車付を含む）
（１２５cc超２５０cc以下）

小型特殊自動車

2 , 0 0 0円
2 , 0 0 0円
2 , 4 0 0円
3 , 7 0 0円

3 , 6 0 0円

3 , 0 0 0円
6 , 0 0 0円
2 , 0 0 0円
5 , 9 0 0円

　平成２６年度、平成２７年度の地方税法等の一部改正によって、平成２８年度から軽自動車税
が以下のように変更になりました

①軽４輪車等に係る軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について 
　平成２７年度（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで）に新車新規登録をした一
定の性能を有する軽４輪車等（３輪以上の軽自動車）について、その燃費性能に応じたグリーン
化特例（軽課）を導入し、軽自動車税を軽減します。平成２８年度分に限ります。
対象及び軽課割合
【軽乗用車】

【軽貨物車】

※「電気自動車等」：電気自動車及び天然ガス自動車（ポスト新長期規制からＮＯx１０％低減）
　とする。        
※ガソリン車・ハイブリッド車は、
　いずれも平成１７年排出ガス基準７５％低減達成車（☆☆☆☆）に限る。

軽課を適用した場合の税率

②原付や１２５cc以上のバイク、農耕作業用小型特殊自動車など

③４輪以上及び３輪の軽自動車（「初度検査年月」によって税額が異なります）
「初度検査年月」が平成１４年以前のもの（経年車）

「初度検査年月」が平成１５年～平成２７年３月（既存車）

※最初の検査年から１４年目を経過した年から変わります。
　例）４輪乗用自家用で「初度検査年月」が平成１５年から平成１６年３月まで  
 　　平成２８年度まで　7 , 2 0 0円、平成２９年度から　1 2 , 9 0 0円
　　　４輪乗用自家用で「初度検査年月」が平成１６年４月から平成１７年３月まで  
 　　平成２９年度まで　7 , 2 0 0円、平成３０年度から　1 2 , 9 0 0円

「初度検査年月」が平成２７年４月以後（新車）

※注「初度検査年月」は、自動車検査証の「交付年月日」の右欄にあります。

お問い合わせ先　税務課（横田庁舎）　有線　２０－４２５３、電話　５２－２６７１

平成28年度以降の軽自動車税が変わります！平成28年度以降の軽自動車税が変わります！
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　６５歳から７４歳までの下記の障がいがある方で申請により認められた場合

　・後期高齢者医療保険料をご負担いただくことになります。
　・医療機関窓口での自己負担は１割（現役並み所得者は３割）です。
【お問い合わせ先】
　　役場健康福祉課　医療介護保険グループ　有線３１－５１２２　電話５４－２５１１
　　島根県後期高齢者医療広域連合　業務課　電話０８５２－２０－７５２６

　2016北東アジア交流の翼inしまね（島根県主催事業）で企画、運営を担う県代表青年を募集
します。
　中国、韓国、ロシア、モンゴルの若者を島根に迎え、テーマに基づいた県内での視察や文
化交流、ディスカッションを通して国際的視野を広げ、相互理解を深める交流事業です。
　島根でできる国際交流のまたとないチャンスです。ぜひご応募ください。

期　　間：平成28年８月19日（金）～８月24日（水）の６日間
　　　　　（うち３泊程度の宿泊があります）
※その他、プログラムを企画するための事前研修（３回程度）、まとめの事後研修、報告会
　に参加してもらいます。

参加対象：18歳～30歳（平成28年４月１日現在）の島根県在住者、
　　　　　または島根県出身者

募集人数：７名程度

参加費用：原則として無料。集合場所（松江市内）までの交通費は自己負担。
　　　　　但し、島根県内最寄地からの片道経費（公共交通機関利用）を当センターが負担
　　　　　します。

締　　切：平成28年５月25日（水）

申込み：公益財団法人しまね国際センター（島根県文化国際課内）
　　　　電話：0 8 5 2 - 2 2 - 5 6 5 4

その他：詳しくはＨＰをご覧ください
　　　　http:www.sic-info.org

担当：野津（のつ）c-kokusai@joe2.pref.shimane.jp

障がい認定により後期高齢者医療保険に加入することができます障がい認定により後期高齢者医療保険に加入することができます

国民年金保険法等における障害年金：１・２級

身体障害者手帳：１・２・３級および４級の一部

精神障害者保健福祉手帳１・２級

療育手帳：A

主な障がいの状態 申請に必要なもの

年金証書

身体障害者手帳

精神障害者保健福祉手帳

療育手帳

2016北東アジア交流の翼inしまね　日本青年募集！

奥
出
雲
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

　

奥
出
雲
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
平

成
28
年
度
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ガ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
で
気
持
ち
の
い
い

汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
！

　

未
経
験
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

奥
出
雲
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局　

　

（
奥
出
雲
町
体
育
協
会
事
務
局
）

　

☎
０
８
５
４
‐
５
２
‐
２
６
８
０

講
演
会
「
じ
ょ
う
ぶ
な
子
ど
も
を
つ

く
る
基
本
食
」
を
開
催
し
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た
め
に
日
頃

の
食
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
期
日　

５
月
15
日
（
日
）

◆
時
間　

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
（
受
付
は
午
後
１
時
半
か
ら
）

◆
場
所　

木
次
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

◆
講
師　

幕
内 

秀
夫
先
生

◆
受
講
料　

前
売
券　
　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
券　

１
０
０
０
円

◆
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
・
Ａ
ｙ
ａ
母
乳

育
児
相
談
室
・
今
井
書
店

◆
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
予
約
制
）

〈
対
象
〉
１
歳
以
上
の
歩
け
る
子
か
ら

　

就
学
前

〈
料
金
〉
１
家
族　

５
０
０
円

〈
申
し
込
み
方
法
〉
①
名
前
（
ふ
り
が

　

な
）
②
生
年
月
日
③
年
齢
④
性
別
⑤

　

保
護
者
氏
名
⑥
保
護
者
携
帯
番
号
を

　

明
記
の
上
、
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉
当
日
は
お
子
様
の
持
ち
物

　

に
記
名
の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

Ａ
ｙ
ａ
母
乳
育
児
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

坂
本 

亜
也
子

　

☎
０
８
５
２
（
２
３
）
１
８
０
８　

　
（
水・日
曜
日
以
外
９
時
〜
16
時
ま
で
）

　

M
ail:m

w
-ayako@

m
able.ne.jp

◆
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://ayako1808.w
ix.com

/sim
ane

絲
原
記
念
館 

春
季
企
画
展『
春
の
到
来

を
感
じ
る
絵
画
と
器
の
い
ろ
い
ろ
』

　

長
く
厳
し
い
奥
出
雲
の
冬
が
終
わ

り
、
暖
か
な
春
が
訪
れ
る
季
節
に
絲
原

家
歴
代
当
主
た
ち
が
用
い
た
美
術
工
芸

品
、
什
器
、
茶
道
具
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
よ
り
林
間
散
策

路
”洗
心
乃
路
“も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
春
の
山
野
草
や
新
緑
も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

◆
期
間　

３
月
10
日
か
ら
６
月
５
日

◆
開
館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
（
た
だ
し
入
館
受
付
は
午
後
４
時
ま

で
）

◆
休
館
日　

期
間
中
は
な
し

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

絲
原
記
念
館　
　

　

☎
０
８
５
４
（
５
２
）
０
１
５
１

◆
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.itoharas.com

/

県
政
に
あ
な
た
の
ご
意
見
を
！

　
　
　
　
　
審
議
会
等
委
員
の
公
募

　

島
根
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
の
県
政

へ
の
積
極
的
な
参
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

審
議
会
等
に
参
加
し
て
、
あ
な
た
の

意
見
を
県
に
施
策
に
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
審
議
会
等
の
名
称
／
募
集
人
数

　

島
根
県
消
費
生
活
審
議
会
／
３
名

みんなの掲示板みんなの掲示板

　
「
み
ん
な
の
掲
示
板
」
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
各
種
募
集
な
ど
様
々

な
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
役
場

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
話　

５
４
‐
２
５
０
５

　

有
線　

３
１
‐
５
２
２
５

　

島
根
県
環
境
審
議
会
／
２
名

　

島
根
県
社
会
福
祉
審
議
会
／
１
名

　

島
根
県
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

　

り
審
議
会
／
１
名

　

島
根
県
社
会
教
育
委
員
／
１
名

　

島
根
県
立
青
少
年
の
家
運
営
委
員
会

　

／
１
名

　

生
涯
学
習
推
進
施
設
運
営
委
員
会
／

　

１
名

◆
応
募
申
込
様
式

　

島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 

　
　
　

　

（http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/

　

adm
in/pref/jinji/

）
に
掲
載

◆
応
募
締
切

　

５
月
13
日
（
金
）
必
着

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
総
務
部
人
事
課
行
政
管
理
グ

　

ル
ー
プ
（
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

　

松
江
市
殿
町
１
番
地
）

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
５
０
３
２

　

M
ail:jinji@

pref.shim
ane.lg.jp
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平成27年度の自治会長さんが決定しました
平成２８年度の自治会長さんが決まりましたのでお知らせします。
各地区・各自治会でのまとめ役として、４月から１年間お世話になります。
よろしくお願いします。

1年間よろしくお願いします
平成28年度の自治会長さんが決定しました平成28年度の自治会長さんが決定しました
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上
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部

上
三
所
中
央

上
三
所
東
部

土

屋

上

高

尾

尾

白

下

高

尾

美

女

原

上
三
成
上

上
三
成
中

上
三
成
下

上

本

町

三
成
本
町

湯

の

原

宮

の

町

朝

日

町

矢

谷

下

三

所

石
原
・
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田

角
木・乙
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田

滝
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用
促
進
住
宅

上

分

西

湯
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中

湯
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比

須

谷

奥

亀

嵩

町

梅
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大

内
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琴
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高

田

真

地
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原

上

町

上
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井
町
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原

平
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下

口

川
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雲

崎
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鋳

物

屋
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子

原

八

幡

奥
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上

奥
湯
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下

小
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上

鞍

掛

下

鞍

掛

三

沢
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市

河

内

大
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上

鴨

倉
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代
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役場の行政機構と職員配置 平成28年4月1日現在

仁多庁舎のご案内

奥出雲健康センター

横田庁舎のご案内

1階　町民課・出納課・健康福祉課（医療介護保険Ｇ）・福祉事務所・地域包括支援センター
2階　総務課・財産管理室・農業振興課・農業委員会・（農業公社）
3階　企画財政課・地域振興課・観光推進課

1階　税務課（町民窓口）・債権管理課・教育委員会（教育総務課・社会教育課・子育て支援課）・水道課
2階　農林土木課・（土地改良区）・建設課・（土地開発公社）
3階　議会事務局

町　長　勝 田 康 則　　副町長　松 浦 士 登   
課名・課長 課長補佐 グループ名 グループ員 主　な　担　当　事　務

儀礼、議会、職員人事・給与、栄典・表彰等

秘書、告示・公告、自治会、情報公開、県民・
町民運動、広報公聴、選挙等

消防・防災、自衛官募集、地域情報化、ケー
ブルテレビ、インターネット、情報通信協会等

公有財産管理、嘱託登記、土木工事等に
係る入札、仁多庁舎建設、等

地方創生、総合計画、過疎・辺地計画、国
土利用計画、統計調査、地域交通、財政指
標、地方交付税、予算編成、決算資料等
横田庁舎での戸籍・国民健康保険・後期高
齢者医療・介護保険・国民年金・生活支援・
福祉の窓口業務等
諸税の申告受付・賦課・収納・諸証明、固定
資産評価、口座振替手続、横田庁舎管理
等
債権管理、滞納整理等

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、埋火葬許
可、諸証明、マイナンバーカード、税務課、子
育て支援課の窓口業務等
国民年金、人権擁護、男女共同参画、日本
赤十字、縁結び支援、町営住宅管理、交通
安全、防犯、可燃物等収集、し尿処理、斎
場、墓地、犬の登録、地球温暖化防止対策、
環境保全、建設課、水道課の窓口業務等

国民健康保険、後期高齢者医療、介護保
険事業、介護老人保健施設、訪問看護事
業特別会計等
訪問看護（介護・医療） 

高齢者の総合相談、介護予防支援業務、
地域支援事業、認知症支援事業、等

係　長　恩田　一博　主　事　練田　有紀
企画員　三島美代子
企画員　恩田　慎司　嘱託員　恩田　政明
企画員　稲岡　宏典　　　　　長谷川由樹
主　事　佐伯　　綾
企画員　景山　賢一
主　事　内田　直輝
主　事　藤原　祥央
主任主事　和久利　司
主任主事　廣田　駿二
主任主事　山根　昌平
主任主事　伊豆麻衣子
嘱託員　川西　秀子
嘱託員　松原美由紀

係　長　江角　浩司　主任主事　青木　秀樹
企画員　渡部　英子　主任主事　藤原　雄斗
主任主事　佐藤　俊一　主任主事　藤原　二朗
企画員　石原ゆう子
主任主事　藤原　知恵

企画員　足木　嘉宏　主任主事　野村　紀子
企画員　渡部　靖子　主任主事　尾﨑　泰明
主任主事　落合　和宏　嘱託員　高橋　俊博
主任主事　友塚　　彰　嘱託員　阿合　好美
（再）企画員　吉川　孝司
嘱託員　太田　昌人
企画員　景山　佳世
主　事　佐伯　美奈

企画員　三澤久美子　嘱託員　岸本　三雄
企画員　飯塚　宏江　嘱託員　足立　隆志
主任主事　須谷嘉奈子　嘱託員　景山　和広
（再）企画員　内田　久貴　嘱託員　木原　圭二
嘱託員　杉谷　　勤　嘱託員　和久利志保
　　　　内田　寿世
企画員　渡部　久子
企画員　若槻さとみ
主任主事　高橋　淳美
看護係長　川角　恵美　嘱託員　萩原　陽子
嘱託員　高橋　晴美　嘱託員　藤原　浩子
主任保健師　鹿野　咲子　嘱託員　平井久美子
社会福祉士　藤原　直子　嘱託員　蔦川あずさ
主任主事　田中布美子　嘱託員　藤原　直美
嘱託員　内田いずみ

総務課    （54-2505）
　課長　川本　健二
　　31-5220
　管理監  加納富美夫
　　31-5223
　調整監　秋田　和浩
　　31-5221

　
　財産管理室  
　　　     （54-2530）
　室長　中西　　剛
　　31-5230
　情報通信協会   
　　　     （54-2525）
　事務局長  重村　雅和
　　31-5350
企画財政課（54-2522）
　課長　藤原　　努
　　31-5240
税務課    （52-2671）
　課長　堀谷　智樹
　　20-4201
　調整監　石原みゆき
　　20-4101

債権管理課（52-2113）
　課長　森山　正人
　　20-4250
町民課    （54-2510）
　課長　石原　啓子
　　31-5100

健康福祉課（54-2511）
　課長　江角　　啓
　　31-5120
　調整監　石田　雅子
　　31-5782
　調整監　稲田やよい
　　31-5131

石原　重夫
　31-5222
長谷川史郎 　
　31-5224

兼職　秋田　和浩 
若槻　拓也
　31-5233

岸本　義弘　
　31-5231

石原　耕司　
　31-5241

兼職  石原みゆき
　

糸原　和弘 　
　20-4255

岡田　光弘　
　20-4258

佐藤久美子
　31-5101

吉川　明広
　31-5102

森山　　昇
　31-5121

兼職　稲田やよい

人事グループ
　31-5226　31-5227
総務グループ
　31-5225　31-5229

危機管理情報グループ
　31-5228　31-5251

財産管理グループ
　31-5232

企画財政グループ
　31-5242　31-5244
　31-5243 
町民福祉グループ
　20-4102　20-4103

税務グループ
　20-4252　20-4254
　20-4253　20-4259
債権管理グループ
　20-4256
　20-4257
戸籍グループ
　31-5103　31-5104　

町民グループ
　31-5105　31-5107
　31-5106　31-5108

医療介護保険グループ
　31-5122　31-5123

訪問看護ステーション
（54-2000）　31-5785
地域包括支援センター
（54-2512） 
　31-5132　31-5134
　31-5133　31-5135

雲南広域連合
島根県
島根県東京事務所

事務局次長 　　 課長補佐　　　　係長　伊藤　省司　　職員　北原　展一　　嘱託員　加藤智恵子　　嘱託員　山本　誠子
兼職　景山　賢一　  勝部　賢治　　主任　岡田　悠佑　　職員　恩田　　梢　　嘱託員　藤原　裕幸
  　　　　　 主任　児玉　麻里　　職員　高橋　大致　　嘱託員　中林　　司 

ひろ    のり

健康福祉課（健康づくり推進Ｇ）

サイクリングターミナル 観光文化協会

地域おこし
協力隊

地域おこし
協力隊
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課名・課長 課長補佐 グループ名 グループ員 主　な　担　当　事　務
健康増進、感染症予防、食生活指導、母子
保健、献血、地域医療対策等

障がい者（児）福祉、ひとり親家庭・寡婦福
祉、福祉医療、乳幼児等医療、児童生徒医
療、児童扶養手当等
生活保護、生活困窮者自立支援、養護老
人ホーム、民生児童委員、社会福祉法人、
高齢者福祉、臨時福祉給付金等 
補助金申請、所轄工事の請負等

簡易水道事業、小規模施設維持管理 公
共下水道事業、農業集落排水事業、合併
処理浄化槽事業等
地域活動振興、広域交流、産業振興、雇用
対策、人材育成、移住・定住推進、高校魅
力化、景観保全、尾原ダム湖周辺地域活性
化等

観光振興のための政策・企画、三井野原ス
キーリフト事業、自然公園に関する業務、観
光施設等の整備・維持管理等、奥出雲観
光文化協会との連携
観光客誘客に関する事業・イベントの実施
観光ＰＲ用のパンフレット作成
観光関連団体への支援

地域農業計画、担い手育成、農地利用集
積、中山間地域等直接支払、多面的機能
支払、人･農地プラン等
農業制度資金、水田農業及び米需給調整、
仁多米振興、経営所得安定対策直接支払、
環境保全型農業直接支払、畜産振興、特産
振興、産直振興、有機農業、六次産業化、有
害鳥獣対策、国営農地開発事業等

森林整備事業、保安林等に関する事務、山
林地籍調査、特用林産等
新エネルギー、バイオマス利活用、小水力
発電等
農業農村整備事業、農道・林道整備事業、
農林土木災害等
土地改良事業、坂根ダム施設管理等

道路・河川・橋梁の維持管理、法定外公共
物の管理、用地等の収用、都市公園整備
管理、土地開発公社等
町道改良・修繕、交通安全施設整備、公共
土木災害、道路除雪等

出納一般、決算事務、用品管理等

主任保健師　北原　晴美　保健師　立石　琴美
主任保健師　藤原　敬子　保健師　田原　瑞月
主任保健師　加納　　優　嘱託員　谷山　直子
保健師　松本　直子
企画員　難波　輝彦　嘱託員　石見　　浩
企画員　藤原　智恵　嘱託員　宇田川真子

企画員　中林　　匠　嘱託員　森脇　保子
企画員　宮本　直子　嘱託員　堀江　寿子
社会福祉士　友塚　真弓　嘱託員　山田　美鶴
企画員　梅木　美穂　嘱託員　田中　利博
主任主事　長谷川　稔　嘱託員　森山須美雄
嘱託員　安部　　博
企画員　藤原　吉晴　主　事　足立　　剛
主任主事　山﨑　進也　主　事　松﨑　　慎

企画員　石富　仁志　　　　　坪倉　麻子
企画員　三成　由美　　　　　濱田　達雄
企画員　安部　宏明　　　　　玉井　圭太
主　事　中村　有希　　　　　糸賀　夏樹
（再）企画員　内田　裕紀　　　　　大谷友里子
嘱託員　尾方　　豊　　　　　大西　健太
企画員　山田　直樹
主任主事　井上真由香

事務局員　兼職　石原　和夫
事務局員　グナワラデナ･サミーラ
嘱託員　石原　淳子
　　　　李　　蓮玉
主任主事　長谷川弘治　　　　　長本　寛司
　　　　佐藤　邦和　　　　　伊藤　慶太

企画員　西村　英資　主　事　吉川　晋吾
企画員　佐々木聡志　（再）企画員　浅野　保男
主任主事　高橋　　覚　嘱託員　佐伯　光信
主任主事　田部　昭吾　嘱託員　藤原　幹久

企画員　平良　直也　主任主事　陶山　　泉
企画員　川西　博司　嘱託員　久井　　一 
企画員　鐵池　　淳　嘱託員　稲垣　和利
企画員　赤名　和弘　嘱託員　堀江　寿彦
企画員　川角　健一　主　事　景山　隆成
企画員　陶山　俊治
職員
  植田 秀昭  落合 央行  松原 和美  恩田美和子
　　20-4521　20-4522
企画員　平田　昭憲　嘱託員　井上　　満
企画員　浅野　龍城　嘱託員　藤原　昭彦

企画員　陶山　成一　企画員　安部　俊光
企画員　田食　晃隆　主　事　木地谷　航
企画員　前田　朝輝
主　任　野村　拓也   
企画員　山田　和彦
嘱託員　鳥居ゆきみ   
 

健康福祉課（54-2781）

 

福祉事務所 （54-2541）
　所長　荒川　佳史
　　31-5377 
　調整監　末森利江子
　　31-5370 

水道課  （52-2676）
　課長　安部　　誠
　　20-4280 

地域振興課 （54-2524）
　課長　杠　　康彦
　　31-5260 

観光推進課 （54-2504）
　課長　本山　宏人
　　31-5261
 
　観光文化協会　
　      　　 （54-2260）

農業振興課 （54-2513）
　課長　舟木　　長
　　31-5280 

　農業公社　　　　
　　　       （54-0881）

農林土木課 （52-2673）
　課長　千田　嘉久
　　20-4210 

 

　土地改良区
　　　    （52-2112）

建設課  （52-2675）
　課長　松島　昭雄
　　20-4230
　調整監　永瀬　克己
　　20-4236 

出納課  （54-2545）
　会計管理者
　　和久利民男
　　　31-5110

陶山　初美
　31-5782

兼職　末森利江子

森田　近子
　31-5371

松原　三美
　20-4281

嵐谷　　勉
　20-4282

高橋　千昭
　31-5268

石原　和夫　
　31-5265

事務局長
　早川　正樹

谷山　貴宣
　31-5282

田中　　修
　31-5281

松島　秀幸
　20-4220

内田　芳夫
　20-4290
事務局長
　石原　敬士
　　20-4517
長谷川哲夫
　20-4231

兼職  永瀬 克己

安部真理子
　31-5111

健康づくり
　　推進グループ
　31-5783　31-5784

福祉グループ
　31-5375　31-5376

生活支援グループ
　31-5372　31-5373
　31-5374
水道管理グループ
　20-4285　20-4286

上下水道グループ
　20-4283　20-4284

地域振興グループ
　31-5263　 31-5267
　31-5270

観光推進グループ
　31-5266　 31-5267

農政グループ
　31-5288

農業生産グループ
　31-5283　 31-5284
　31-5285　 31-5286
　31-5287

農林管理グループ
　20-4221　20-4224
　20-4222
　20-4223
農林土木グループ
　20-4291　20-4292
　事務局次長 
　　藤原　治幸
　　　20-4520
建設管理グループ
　20-4232　20-4233

土木グループ
　20-4234　20-4235
　20-4237　20-4238
　20-4239　20-4240
出納グループ
　31-5112

事務局長
兼職　舟木　長

管理課長　　　　　管理係長　　　　　牧場長代理・事業係長　　　　　　係員
　森田　正寿　　　　松﨑　康人　　　　原　　伸二　　渡部　　健　　　児玉　真也
　　31-5296　　　　　　31-5295　　　　　嵐谷　　透　　松﨑　孝佳　　　佐藤　幸信

地域おこし
協力隊
地域おこし
協力隊
地域おこし
協力隊
地域おこし
協力隊
地域おこし
協力隊
地域おこし
協力隊

地域おこし
協力隊
地域おこし
協力隊

地域おこし
協力隊

地域おこし
協力隊

事務局長　若月　勝久　局長補佐　安部　陽子

事務局長　千原　明浩

事務局長　川本　健二　次　　長　堀谷　智樹 

次　　長　中西　　剛　次　　長　加納富美夫

書　　記　総務課職員　書　　記　税務課職員

 52-2678　20-4207　20-4209  

 54-2514　31-5289　31-5297 

 52-2543

議会、監査委員会事務等

農地管理、農業者年金

各種選挙の執行・管理等

議 会 事 務 局
農 業 委 員 会
選挙管理委員会

課名・課長 課長補佐 グループ名 グループ員 主　な　担　当　事　務
教職員人事、文教施設管理、学校の指導

管理、児童・生徒就学援助、学校給食等

子育て支援、児童手当、幼児園、放課後児

童クラブ等

公民館、同和教育、社会体育、ホッケー普

及、文化振興、文化財保護等

スポーツ振興等

企画員　佐伯　幹夫

企画員　眞綿　由加

主任主事　落合　健介

嘱託員　佐伯　君雄 

ALT　ベロニカ・ペレス

ALT　アマンダ・アルディト

校務技士　矢野　厚道

校務技士　伊藤　公子

校務技士　大谷　淑子

校務技士　山根真里子 

校務技士　赤名　祐子

校務技士　森山　明雄 

校務技士　膳棚　智子

校務技士　藤原さや香

校務技士　藤原　茂美

校務技士　佐伯　順子

校務技士　川西　雄二 

校務技士　佐伯　　茂

企画員　福田貴美子

企画員　三澤　芳章

企画員　山根　恵里

企画員　和久利佐由里 

企画員　千田美保子

主任主事　宍戸　俊悟

主　事　安部　有紗

係長　　　　　　　主任 

　元山　貴光 　高橋　伸也

　　20-4269

教育総務課（52-2672）
　課長　糸原　　敬

　　20-4322 

子育て支援課
　　　 　（52-2206）

　課長　若月ゆかり

　　20-4270 

社会教育課　　　
　　 　　（52-2680）

　課長　高尾　昭浩

　　20-4260 

 

　

　体育協会

派遣指導主事

桑山　　悟

　20-4323

眞田由美子 　

　20-4329

加藤智恵美 　

　20-4271

派遣社教主事

高橋　伊尚

石橋　　悟

　20-4261

事務局長

兼職

　高尾　昭浩

教育総務グループ

　20-4320　20-4326

　20-4325

　54-9020　21-1518

　54-1015　31-1015

　54-9030　33-0359

　57-0012　71-0012

　56-0033　62-0033

　54-0777　81-0777

　52-0129　20-0129

　52-0165　20-0165

　52-0211　20-0211

　53-0109　30-0109

　54-1125　36-1125

　52-2331　20-2331

子育て支援グループ

　20-4272

　20-4273

社会教育グループ

　20-4262　20-4264

　20-4263　20-4267

　54-1504　22-1504

　54-1311　31-1311

　57-0616　71-0616

　56-0001　62-0001

　54-0331　81-0331

　52-1029　20-1019

　52-2022　20-4700

　52-0241　20-0241

　53-0201　30-0201

　次長

　兼職

　　石橋　　悟

布　勢 

三　成 

高　尾 

亀　嵩 

阿　井 

三　沢 

鳥　上 

横　田 

八　川 

馬　木 

仁　多

横　田

 

布　勢 

三成中央

亀　嵩 

阿　井 

三　沢

鳥　上

横　田 

八　川

馬　木

小
　
　
　
学
　
　
　
校

中
学
校

公
　
　
民
　
　
館
　
　
等

農村環境改善センター図書室

　　54-2083　31-3013

館　長　山田　伸二　　主　事　安部　晴美

館　長　立石　典夫　　主　事　錦織　裕子　山本　有沙

主任司書　石飛　明子　　司　書　大久保裕未

館　長　高橋　栄子　　主　事　赤名　京子

館　長　郷原喜美子　　主　事　福田　展子

館　長　景山　良教　　主　事　川西世津子

館　長　木邑　光晴　　主　事　高尾　富美

館　長　安部　純生　　主　事　宮川　俊治　　司　書　古田川和枝

館　長　小川　直美　　主　事　松﨑由紀子

館　長　森山　　潔　　主　事　青木　広美

教育長　安 部 　 隆   
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『当確師』                                   真山　　仁 著
『つまをめとらば』                          青山　文平 著
『難破』                                      佐伯　泰英 著
『販促手法の基本』                      岩本　俊幸 著
『無私の日本人』                          磯田　道史 著
『声のお仕事』                                 川端　裕人 著
『夫もやせるおかず作りおき』         柳澤　英子 著

『拳の先』                                   角田　光代 著
『神剣』　　                                   葉室　　麟 著
『恭一郎と七人の叔母』                    小路　幸也 著
『おかんメール　５』   おかんメール製作委員会 著
『糖質制限の真実』                       山田　　悟 著
『一人前になるための家事の図鑑』
                                                  家事の図鑑の会 編
『のりもの2000』                        小賀野　実 監修  

新着図書案内新着図書案内新着図書案内

5月の休室日
日曜、月曜、祝日
31日【月末休室】

カルプラ仁多図書室 横田コミセン図書室

今月のピックアップ今月のピックアップ
『まく子』  西　加奈子∥著　 福音館書店　刊
　小さな温泉街に住む小学五年生の「ぼく」は、子どもと大人の狭間に
いる。ぼくは、猛スピードで「大人」になっていく女子たちがおそろしく、
否応なしに変わっていく自分の身体に抗おうとしていた。そんなとき、コ
ズエがやってきた。
　この世界が、そしてそこで生きる人たちが、きっとずっと愛おしくな
る。西加奈子、直木賞受賞後第一作。究極のボーイ・ミーツ・ガールにし
て、誰しもに訪れる「奇跡」の物語。（出版社紹介より記載）

5月の休室日
月曜、祝日

31日【月末休室】
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。
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情
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老
人
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施
設
利
用
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下
水
道
使
用
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金

（
公
共・農
集・合
併
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つ
い
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◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・

転
出
・
出
生
・
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亡
）
が
あ
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た
場
合
は
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役
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出
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さ
い
。
使
用
人
数
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よ
っ
て
使

用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

地域おこし協力隊の紹介
　奥出雲町では、４月から新たに５名の方が地域
おこし協力隊の隊員として町内で生活しながら、
それぞれの分野で業務を行います。

　８年ぶりに奥出雲町へ帰ってきました。地域の皆
様と共により住みやすい町を目指します。

　この度東京から来ました大谷です。観光案内ができるように
様々なことを学びたいと思いますので、よろしくお願いします。

　はじめまして。地域おこし協力隊の大西です。奥出雲町
を盛り上げられるように頑張ります。よろしくお願いします。

　自然と人の温かさを大切に地域活性化と町民の皆様に
貢献できるように頑張ります。よろしくお願いします。

　出雲市出身、大学は神奈川へ。そして大阪で就職して、
今回ご縁があり奥出雲町に住むことになりました。気軽
に声をかけていただけると嬉しいです。全力で頑張りま
すのでよろしくお願いします。

糸賀　夏樹（３３）
　　定住コーディネーター
出雲市出身
ニックネーム　ガッチ
趣味　ドライブ、湯めぐり、お酒

濱田　達雄（４１）
　　定住コーディネーター
奥出雲町出身
ニックネーム　ハマチャン
趣味　読書、ギター

大西　健太（２２）
　　スポーツイベントプランナー
松江市出身
ニックネーム　けんちゃん
趣味　卓球、バスケットボール、町歩き

玉井　圭太（３４）
　　定住コーディネーター
東京都出身
ニックネーム　たまちゃん
趣味　登山、写真、旅行

大谷　友里子（２３）
　　道の駅コンシェルジュ
松江市出身
ニックネーム　たに
趣味　絵を描くこと、バードウォッチング

佐伯　美奈
【町民課 主事】

安部　有紗
【社会教育課 主事】

木地谷　航
【建設課 主事】

吉川　晋吾
【農業振興課 主事】

奥出雲病院長
鈴木　賢二　先生

藤原　祥央
【総務課 主事】

和久利　佳代
【奥出雲病院 看護師】

景山　隆成
【農林土木課 主事】

糸原　茂子
【奥出雲病院 看護師】

三澤　はる香
【奥出雲病院 看護師】

①２２　②横田地区　③奥出雲町
のため、町民の皆様のため、日々努
力して参りたいと思います。よろし
くお願いします。

①２３　②三成地区　③地元奥出雲町
で働くことができることに感謝の気持ち
でいっぱいです。奥出雲町のために日々
全力で頑張ります。よろしくお願いします。

①２４　②阿井地区　③地元であ
る奥出雲町に貢献できるよう日々努
力し頑張っていきたいと思います。
これからよろしくお願いします。

①２６　②横田地区　③奥出雲町職員とし
て直接的に地域貢献に携わることに喜び
を感じています。町民の皆様に信頼される
よう努力しますのでよろしくお願いします。

①２３　②布勢地区　③地元奥出
雲で働けることをとても嬉しく思い
ます。町のために一生懸命頑張りた
いと思います。よろしくお願いします。

①２１　②八川地区　③地元である奥出
雲町で働けることをとても嬉しく思いま
す。町民の皆様のお役に立てるよう日々
努力して参ります。よろしくお願いします。

①２６　②横田地区　③地元奥出雲
で地域・町民の皆様の為に働けること
を嬉しく思います。誠心誠意を尽くして
頑張りますのでよろしくお願いします。

①２１　②馬木地区　③地元である奥
出雲町で働けることを嬉しく思います。
町民の皆様のために日々努力して参り
たいと思います。よろしくお願いします。

①３５　②鳥取県米子市　③看護師
としてこれまで培ってきた経験を生
かし、地域に貢献できるよう一生懸
命頑張ります。よろしくお願いします。

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

４
月
１
日
付
け
で
、採
用
し
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。（
①
年
齢　

②
出
身
地
区　

③
コ
メ
ン
ト
）
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雲
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院
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ま
し
た
。
み
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代
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ま
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に
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師
と
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だ
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不

足
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す
。
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着
任
の
あ
い
さ
つ

奥
出
雲
病
院

  
着
任
の
あ
い
さ
つ奥出雲病院　医師

内田　有紀　先生



胸部CT検査（仁多地域）
大腸がん検診（上三所、馬馳）

３歳児健診（Ｈ24年９・10月生）

出張年金相談（横田庁舎）10:00～15:30
乳がん検診（横田地域）

古紙回収（鳥上、横田）
消防団幹部訓練

大腸がん検診（佐白、布勢コミュニティセンター）
胃がん検診・腹部エコー検査（高田コミュニティセンター）

オレンジカフェ（パスカル）14:00～16:00

古紙回収（三成、亀嵩）
要害山 山城祭

胸部CT検査（仁多地域）

月

火

水
木

金

土
日
月

火

水
木
金
土
日
月
火

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火
水
木

金

土
日
月

火

水
木
金
土
日

胃がん検診・腹部エコー検査（健康センター）
こころの健康相談（奥出雲健康センター）

憲法記念日 
みどりの日
こどもの日
出張年金相談（仁多庁舎）10:00～15:30
胸部CT検査（仁多地域）
古紙回収（八川、馬木）
結婚相談所（雲州そろばん伝統産業会館）10:00~12:00

結婚相談所（社協仁多事務所）10:00~12:00
胸部CT検査（仁多地域）
胃がん検診・腹部エコー検査（阿井公民館）

素読論語「仁多志学塾」（奥出雲多根自然博物館）
４、５ヶ月児健診（H27年12月・H28年１月生）

古紙回収（布勢、阿井、三沢）
第４回さくらおろち湖ウォーク
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5 の行事予定月
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